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Yoshiaki SHIRAI : STUDIES ON THE REDRYING OF COCOONS.

III ON THE "THROUGH DRYING" OF THE PILE OF COCOONS BY THE LOW TEMPERATURE

　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　　　　鷺

　低温風力乾燥方法（9）は繭積暦の厚さを従来の乾燥方法に於ける繭付量（叫より遭かに摩くしたことが

特徴であるnこの乾燥方法に於て貫流墜気の圧損失，乾燥速度及び繭質が如何なる原照にょつて変化

するかを知る爲に本研究を行つた。伺再乾時に低温風力乾燥を行つた理由は次の如くである。即ち第

2報働に示した様に従来の乾燥方法に依れば再乾時の哺体乾煉速度におそく，繭履の水蒸気透過抵抗

も亦小さいoこの爲繭腔内に存裡する水蒸支（量は少い。然るに乾燥中に於て繭を堆穣することは繭楓

麿内部に発生した水蒸気の脆幽を困難にする。従つて繭腔内の水恭気量は多くなる。繭腔i内水蒸気量

を少くして乾燥を行ふ爲には水蒸気発生量の少ない再乾侍が低温風力乾燥に好都合と老えたからであ

るo

　本報に於ては風速，繭形及び繭種暦の厚さが貫流察気の圧損失に及ぼす影響について求め，翼に繭

質の変化に就いて研究し浩干の結果を得たので報借する。

　坤稿を草するに当り講座主任荻原敏授の御懇篤なる御指導を得たo察験には依田隆江氏の助力を求

めたo以」二の各位に深甚なる感i謝を捧げる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　実　　験　　方　　法

（1）試　　　　料

　昭和27年度本学部産夏養繭印15号×支蓋08暑を用い，之れを繭形の大小により3区に区別した，各

区の繭質の概要を第1表に示した。

　　　　　　第i衷　大小別繭質の概要

　　　大　粒　区
　　　申　　〃　　　〃　　　　　87，7　　　　　　　　　　　　　　　19，5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0，41
　　　小〃rt　1－・26，7　1・州・…

（2）　実験装置及び実験條件

　低温風力乾燥方法に於て察気は繭積暦を貫流する。かXる揚合に必要な邊入察気量，圧力差に応じ

て夫々適当な邊風装置が選定されなければならない。この爲に低温風力乾燥方法に於ても塗入塞気

量，圧1差に関係する因子を求める必要がある。ζの因子を求める方法と．て従来模型築験が行われ

た。横型装置として吸引式充填筒を使用した。

　乾燥充填筒（6）に於ける流休の圧損失，拡散を主要素とする揚合の流体と充坂圃体との反応速度につ

いては内田，藤田Cl）及び塩谷氏（2）がヂメンシeン解杯に敏つて一般式を求めた。用いた充填物は鉛散

藤他二種及び簾糖の結晶（ザラメ）である。
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本研究に胤・た纐筒の略図を第1図｝こ示した。この円筒の一端（イ）にT、1rb。．bl。w。rを連結し，

他端（ロ）から塞気は吸引される。繭は（ロ）から入れ，充墳繭積暦の厚さは40cmとした。筒内は

網目1cm2の金網で4区に分け，各区の繭充城密度は等しくした。金網は緻々の測定に好都合の爲め

取外しが出来る様にした。各区（仕切り）の申央側壁には温度計差込孔技び風圧測定孔を設け，夫々

の直径は10mm及び1mmとした。各区の瓜圧測　　　　第1図　充償筒蟹図

定孔は銅管で5加ツク（ハ）を介して水柚マノ　　・則　an一　椴、　　断鯛

後溌風を行）。この康にして通風條件を椀々に変　　　　　　　　　　　”

化して各鼠の圧損失，時間の経過と共に起る各区

の温度の変fkと乾燥程度の変化について調盗し　　　　　　　　　　　　　　：－iltw

た。乾燥程度調査の揚合には邊風を中止し，叉調査作藁に要した時間は乾燥晦間から除いた。逡入風

速は（°）でA・・m・met・・によつて淑腱した。躯の繭職燥欝1・力湘潮一る〃）で醐1）1，2，3，4，

の順に本乾繭となる。本乾となつた繭は繭質調査の都合上襲置から取繊した。この爲繭積暦は順次減

少した。繭積暦の減少は残つ酪区OP9吃燥條件を更に変化させた。　ge際の低溢風力乾燥の揚合には繭

積暦の厚さは常に一定に保持されている。本輿験に用いた乾燥峰件は第鋳表の通りである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　繁2表　乾燥條件　　　　　　　　 、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
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　　　　て教容し，溺風搬を蓮転しなかつたoその揚合風塊は零と仮定したn

此の様嫉験装置によつて得られた欝謀胴一財ノヅル数及び形ナ縣数鱒つた築際鑓の値と
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の異際装置は考えられないので実測数値はこのまX応用することが嵐来ない。然し乍ら如何なる有ヂ

メンシ薪ン数が蚕繭の乾燥に関係するかは推定禺来ると考えた。繭質の変化についても同様である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　案　　験　　結　　果

（1）圧損失に及ぼす因手

　装置自体の圧損失を知る、爲に寮筒に金網のみを取付け逡入風速をかえて各区の風圧差を測定した，
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その結果を第3衷に示した。

　　第3籔　空筒に於ける風圧蓬（ホ柱mm）　　　　　即ち｝襲概の爲に．生ずる圧士fl失は風速の影響な受
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blowerを蓮転したことを示す。この結果から低濃風力乾燥装置の憾能は察気貫流機構の條件，

blowerの姓質によつて影響を受けることが知られる。

（2）乾燥速度に及ぼす因9

　（a）　充填層の厚さ

棋置噸繭を充塊て轍す翻合の轍速度縦来の1・5粒並の乾燥方法と比較する爲に剃
衷のA区及びD区の契験を行つた。その結果を第2図に示した。

　第2図の点線及び実線は各区の該当経過時聞に　　　第2図　充旗履の厘さと乾燥蓬度　　継過時閥

於け碓麟雄んだものである。即ち繭嚇内t＆。
の乾燥速度は繭積暦の位謝こよつて異る。初乾の
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に本輿験峰件を用いると繭穣暦な40cm　・としても　　舛0

1．5粒並のものより乾燥所要時間が短かXつた。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　48EI

　である（’1）。但しWは荷蚕，Lは繭暦支持点距離である。従つてWとLがn一定の時はYはEIに反比例

　レ，Yの変化速度はEI即ち繭暦の軟化速度に比例する。本研究では繭暦の性質として此の擁性を採

　用した。挽性を測る方法として第6図の装置を考案した，
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第6　図擁激測鴬装蹴
試料（イ）は0・8・mの距離鮪する水轄（・）（ハ）に載せた。（・）　　轟

の蒸溜水中に浸漬した。浸漬後1分間毎にその擁量な測定した。荷鍍は2吸r

（水中）である。浸潰時間は7分迩測定した。此の揚含繭暦の膨潤による厚さの変化を湾慮しなかつ

た。儒れ難い㈹繭暦に対してはこの程度の水温及び浸潰時間では膨潤現象が僅少であり，繭暦の厚さ

の測定誤差（io）内にあると仮定した。

　試料は1cmの正方形とし，1粒から2個の試験片を採取した。採取個数は各輿験について16個宛

とした6試料の厚さは試験片の四隅に於てmicrometerで測定し，その李均値な用いたo” 似ｿの取
付方法ほ内層側を上方とした，

　此の方法で得られた結果は各試料の見樹上の擁蚤である。試料の厚さ及び巾を央々h及びbとする

とZF蟻向自勺な断面こ二次モー・メントはt　　I＝．♪h臥

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12

である（“）。本測定方法でt”1・bが一定であるので1はhξLに比例％。上式｝こよつて見樹獺から繭暦

の厚さがnt定な揚合の比較擁量を求めたo之れに倣つて繭暦の浸水時間に対する厚さの影響のない擁

量の変化速度を求めることが嵩来る。その結果を第7乃至第10図に添した。

　　　　　　第7図　『窟墳層の厚さと擁魂度
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第8図初乾方法と擁滋麗
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’2　34567　　　　　　　　　　　　時問m重n
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　各図申のABCDEFは第2表に示した鍵験区の試料で，添字1234は円筒内区分別の試料であ

ることを示す。亦曲線の短いものはその該当時間迄で荷重の爲支持台から試料が落下したことを示

す。各図中の曲線は比較的斉一・を欠いていた。その原因を試験片の準備調i査によつて推定した、艮pち
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第9図　風遼と撹蓮度　　　　　　　　康io図繭形と擁漉唆
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第8図のB3及び第9図のCiは他の円簡内区分別試料より炎k約10％及び14％繭隣の薄いものが数

個幌入していた。第10図のE区は金部大形繭であるので試験片の曲鷹が他のものより小さく，縮鍛｛よ

組で大ぎかつた。従つて繭贋の擁貴の変化速度は多くの繭暦の性質によつて変化すると聴える。然し

乍ら各図の結果に於て乾燥條件と擁鼠の変化速度との関係が比較的多く示されている。　　　、

　第7図はA区とD区との擁量の変化速度を表わした曲線である。即ち各区によつて曲線の性質が異

るので繭質が相異したこと空添す。第8図の曲線を第7図のD区曲線と1比較する。即ち初乾方法の梱

異によつて曲線の後牟の性質が異るo叉第8図と第9図とを比較すると風速によつて曲線の後傘の性

質がや玉異る。以上のことから繭積贋の厚さ，初乾方法，風速によつて繭質が変化したと潟える。第

10図に就いては試験片の曲率，縮搬，その他の影響が多く混入したと鷲えられるので繭形の大小によ

つて起る乾燥中の繭質変化を認めることは出来なかつた。此の様な擁貴の変化逮度が繭の如何なる性

質によつて左右されるかについて伺研究を進めている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　摘　　　　　　　要

　再乾方法に於ける仕上工程期間CS）に低温風力乾燥を探用する異験を行い次の結果を得た。

①　低温風力乾燥の揚合，風圧の損失程度は風速，繭形の大小及び繭積暦の厚さにより変化する。

（2）乾燥速度は風速，繭形の大小及び繭積暦の影響な受ける。

⑧　低温風力乾燥装置の性能は察気貫流機構に影響される。

④　繭暦の擁性は風速及び繭積暦の影響な受ける。3ζ溜漁度が影響することは従来の方法と同様で蕗

　るo

⑤　其の他圧損失，乾燥速度，繭質に影響する繭層の性質については研究中である。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　Summ』ary

　In　the　course　of　the‘Through　Drying’of　the　pi1（｝of　oocoons　by　the　low　temporature，　the

va・i・ti・n・・f　th・1・t　g・f　ai・p・6・§・r・，　th・d・yin．9・・p・・d。nd　th・q・・lil・y。f，Q，・。n・c・・1d　b・

observd．

As　th・・esuit・f　th…p・・im・nちth・h・ight・f　th・pil・・f・…鴫th・ai・sp・ed・and　th・

size　of　cocoon＄ware　fQund　to　rolate　to　the＞ariations，


